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 米子市加茂町1－1  

岡村えいじ議員 

来年４月から始まる子ども・子育て支援新制度 
   岡村英治議員の一般質問・委員会質疑 

市

は

説

明

責

任

果

た

せ 

  
新

制

度

に

つ

い

て

、

保

護

者

や

市

民

、

保

育

現

場

で

働

く

人

た

ち

か

ら

不

安

や

疑

問

の

声

が

上

が

っ

て

い

ま

す

。

 

岡

村

 

「

保

育

園

に

居

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

の

？

」

「

保

育

士

の

資

格

が

な

く

て

大

丈

夫

？

」

―

さ

ま

ざ

ま

な

疑

問

や

不

安

に

行

政

と

し

て

き

ち

ん

と

し

た

説

明

を

す

べ

き

だ

。

 

福

祉

保

健

部

長

 

保

護

者

、

事

業

者

、

保

育

士

な

ど

、

必

要

に

応

じ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

に

あ

っ

た

広

報

に

努

め

る

。

 

▼

説

明

会

の

開

催

な

ど

市

と

し

て

説

明

責

任

を

果

た

す

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

 

 

市

の

責

任

は

明

確

！

 

  

認

定

こ

ど

も

園

や

小

規

模

保

育

は

、

基

本

的

に

は

利

用

者

と

事

業

者

が

直

接

契

約

し

、

保

育

料

も

事

業

者

が

徴

収

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。 

岡

村

 

家

庭

的

保

育

な

ど

に

つ

い

て

市

は

許

認

可

権

が

あ

り

、

利

用

調

整

・

斡

旋

す

る

わ

け

だ

か

ら

、

指

導

・

監

督

責

任

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

？

 

福

祉

保

健

部

長

 

事

業

者

に

対

し

、

監

査

や

定

期

的

な

訪

問

指

導

を

行

い

、

安

全

性

、

保

育

水

準

の

確

保

に

努

め

る

。

 

 

待

機

児

童

対

策

、 

 
 
 
 
 

待

っ

た

な

し

！ 

  

保

育

所

の

待

機

児

童

対

策

は

待

っ

 

来

年

４

月

か

ら

保

育

園

、

幼

稚

園

、

学

童

保

育

な

ど

、

子

育

て

支

援

に

か

か

わ

る

制

度

を

根

幹

か

ら

転

換

す

る

「

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

新

制

度

」

の

実

施

が

強

行

さ

れ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

９

月

議

会

に

は

関

連

す

る

条

例

案

が

上

程

さ

れ

ま

し

た

。

 

た

な

し

で

す

。

 

岡

村

 

ニ

ー

ズ

調

査

な

ど

踏

ま

え

た

事

業

計

画

で

、

待

機

児

童

対

策

は

ど

う

図

ろ

う

と

し

て

い

る

の

か

？ 

福

祉

保

健

部

長

 

保

育

施

設

等

の

施

設

整

備

に

よ

る

拡

大

、

事

業

所

内

保

育

事

業

及

び

小

規

模

保

育

事

業

の

新

規

参

入

の

増

加

を

見

込

ん

で

い

る

。

 

 

保

育

は

専

門

的

な

仕

事 

 

 

家

庭

的

保

育

や

小

規

模

保

育

で

は

、

保

育

士

の

資

格

が

な

く

て

も

保

育

に

従

事

す

る

こ

と

が

で

き

る

、

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

保

育

は

専

門

的

な

仕

事

で

あ

り

、

そ

れ

に

必

要

な

知

識

、

技

能

が

備

わ

っ

て

い

る

と

認

め

ら

れ

た

の

が

保

育

士

で

す

。

 

岡

村

 

乳

幼

児

期

は

、

学

習

の

意

欲

に

大

切

な

感

情

・

意

欲

の

系

列

が

育

ま

れ

、

成

長

が

促

進

さ

れ

る

時

期

。

国

の

進

め

る

安

上

が

り

な

保

育

、

資

格

の

な

い

保

育

で

な

く

、

し

っ

か

り

と

し

た

保

育

を

。

 

福

祉

保

健

部

長

 

市

町

村

長

の

研

修

を

受

け

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

、

一

定

の

水

準

は

確

保

で

き

る

。

 

▼

と

り

わ

け

幼

児

と

１

対

１

の

保

育

を

す

る

居

宅

訪

問

型

の

場

合

、

よ

り

専

門

性

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

 

 

請

願

は

不

採

択

に

 

 

保

育

関

係

者

か

ら

「

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

新

制

度

の

実

施

に

関

す

る

請

願

書

」

が

提

出

さ

れ

ま

し

た

。 

 

保

育

の

市

場

化

、

安

上

が

り

の

保

育

を

狙

っ

て

い

る

新

制

度

に

対

し

て

、

「

子

ど

も

に

と

っ

て

最

善

の

利

益

を

」

と

、

市

の

責

任

で

公

平

な

保

育

を

求

め

る

も

の

で

、

岡

村

議

員

は

採

択

を

主

張

し

ま

し

た

。

（

裏

面

の

表

参

照

） 

 
 

 

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

制

度

の

実

施

に

関

す

る

請

願

書

は

却

下

さ

れ

た

。

７

つ

の

請

願

項

目

は

い

ず

れ

も

至

極

ま

っ

と

う

な

も

の

ば

か

り

で

あ

っ

た

が

、

紹

介

議

員

以

外

の

賛

同

は

得

ら

れ

な

か

っ

た

。

な

ぜ

だ

ろ

う

。

新

制

度

で

は

小

規

模

施

設

で

は

有

資

格

者

以

外

も

市

の

研

修

を

受

け

れ

ば

保

育

者

に

な

れ

る

と

い

う

。

職

員

が

少

人

数

で

そ

の

た

め

先

生

同

士

助

け

合

う

こ

と

が

難

し

い

小

規

模

施

設

こ

そ

有

資

格

者

が

必

要

さ

れ

る

と

の

岡

村

議

員

の

論

に

私

は

賛

成

で

あ

る

。

事

故

が

あ

っ

て

か

ら

で

は

遅

い

。

 

市

民

福

祉

委

員

会

傍

聴

記

 

  
 

 
 

 
 

 

岩

瀬

 

佳

弥

子

 

▽

英

霊

塔

に

準

じ

た

慰

霊

施

設

の

建

立

を

求

め

る

陳

情

書

 

  

現

在

飯

山

の

頂

上

に

建

て

ら

れ

戦

死

者

を

祀

っ

て

い

る

英

霊

塔

で

す

が

、

百

三

十

五

段

ほ

ど

あ

る

急

な

石

段

が

あ

る

た

め

「

ふ

れ

あ

い

の

里

」

の

敷

地

に

移

設

し

て

ほ

し

い

と

い

う

も

の

。

「

お

国

の

た

め

」

と

戦

地

で

た

た

か

っ

た

犠

牲

者

に

対

す

る

哀

悼

は

大

切

で

す

が

、

「

英

霊

」

と

い

う

言

葉

は

、

「

赤

紙

」

１

枚

で

無

謀

な

侵

略

戦

争

に

国

民

を

駆

り

立

て

て

い

っ

た

当

時

の

戦

争

遂

行

者

を

免

罪

し

、

戦

争

を

美

化

す

る

た

め

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

戦

争

犠

牲

者

を

悼

み

再

び

惨

禍

を

繰

り

返

さ

活

用

を

総

合

的

に

図

る

た

め

に

は

、

国

や

鳥

取

・

島

根

両

県

、

関

係

市

で

構

成

す

る

「

中

海

会

議

」

に

対

応

し

て

、

市

議

会

で

も

「

中

海

問

題

」

を

総

合

的

に

検

証

す

る

特

別

委

員

会

が

必

要

で

す

。

 

な

い

「

不

戦

の

誓

い

」

碑

の

よ

う

な

施

設

な

ら

と

も

か

く

、

公

費

を

使

っ

て

侵

略

を

美

化

す

る

施

設

を

つ

く

る

こ

と

に

は

反

対

し

ま

し

た

。

（

採

決

の

結

果

は

採

択

）

 

▽

「

中

海

問

題

等

調

査

特

別

委

員

会

」

設

置

を

求

め

る

陳

情

 

 
 
 
 
 
 
 

→

不

採

択

 

  

ラ

ム

サ

ー

ル

条

約

湿

地

に

登

録

さ

れ

、

豊

か

な

自

然

を

市

民

に

提

供

す

る

中

海

の

水

質

改

善

、

治

水

対

策

、

資

源



日本共産党米子市議団９月議会報告 

 

日本共産党生活相談所  

  電話・Ｆａｘ ３２－５５９０ 

  米子市富士見町１３６ 

岡 村 え い じ  

 電話 ２９－３４７５ 

 ブログ http://jcpy.sakura.ne.jp/o/ 

     ご意見をお寄せください。 

① 子ども・子育て支援新制度の実施

に関する請願書 

② 英霊塔に準じた慰霊施設の建立を

求める陳情書 

③ 「中海問題等調査特別委員会」設

置を求める陳情 

請願・陳情に対する議員の態度 

   ○賛成  ×反対 ①①①①        ②②②②        ③③③③        

共産党共産党共産党共産党    岡村岡村岡村岡村    英治英治英治英治 ○ × ○ 

蒼生会      

岩崎 康朗 × ○ × 

尾沢 三夫 × ○ × 

門脇 一男 × ○ × 

田村 謙介 × ○ × 

三鴨 秀文 × ○ × 

三穂野雅俊 × ○ × 

湯浅 敏雄 × ○ × 

渡辺 穣爾 議長 

信 風  

安達 卓是 × ○ × 

伊藤ひろえ × ○ × 

稲田  清 × ○ × 

中田 利幸 × ○ × 

村井  正 × ○ × 

公明党 

今城 雅子 × ○ × 

前原  茂 × ○ × 

安田  篤 × ○ × 

矢田貝香織 × ○ × 

希 望 

国頭  靖 × × ○ 

土光  均 ○ × ○ 

矢倉  強 × ○ ○ 

山川 智帆 × × ○ 

一院ク 遠藤  通 × ○ × 

コモンズ 杉谷第士郎 × ○ ○ 

無所属 

岡田 啓介 × ○ × 

戸田 隆次 × ○ × 

地

域

業

者

へ

の

増

税

や

め

さ

せ

よ 

 

岡

村

 

地

域

経

済

の

活

性

化

を

図

ろ

う

と

す

れ

ば

、

消

費

税

の

さ

ら

な

る

１

０

％

へ

の

増

税

、

外

形

標

準

課

税

の

中

小

企

業

へ

の

拡

大

は

す

べ

き

で

な

い

。

国

に

意

見

を

上

げ

よ

。

 

野

坂

市

長

 

そ

の

動

向

を

注

意

深

く

見

守

っ

て

い

き

た

い

。

 

▼

国

の

悪

政

に

抗

し

て

、

市

民

の

暮

ら

し

と

営

業

を

守

る

立

場

に

た

と

う

と

し

な

い

市

長

で

す

。

 

 

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

関

係

以

外

、

岡

村

議

員

は

教

育

問

題

、

地

域

産

業

支

援

に

つ

い

て

一

般

質

問

し

ま

し

た

。

 

 

い

じ

め

根

絶

に

全

力

挙

げ

よ

 

  

一

昨

年

の

大

津

で

の

中

学

生

の

自

殺

が

大

き

な

社

会

問

題

と

な

り

ま

し

た

。

い

じ

め

は

重

大

な

人

権

侵

害

で

あ

り

、

日

本

共

産

党

は

根

絶

に

向

け

た

「

提

言

」

を

発

表

し

、

社

会

的

論

議

を

提

起

し

ま

し

た

。

 

 

岡

村

議

員

は

、

学

力

の

一

つ

の

尺

度

で

し

か

な

い

テ

ス

ト

の

点

数

に

よ

る

競

争

主

義

に

陥

っ

た

り

、

管

理

教

育

に

よ

っ

て

子

ど

も

た

ち

が

過

度

な

ス

ト

レ

ス

を

抱

え

て

い

る

こ

と

で

、

弱

い

も

の

に

攻

撃

の

矛

先

が

向

け

ら

れ

て

い

る

、

と

指

摘

。

 

岡

村

 

「

ど

の

子

に

も

わ

か

る

授

業

」

、

分

か

る

喜

び

を

味

わ

え

る

授

業

に

し

て

い

く

こ

と

、

自

己

肯

定

感

を

は

ぐ

く

む

こ

と

が

で

き

る

学

校

に

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

。

 

北

尾

教

育

長

 

ど

の

子

に

と

っ

て

も

よ

く

わ

か

る

学

び

を

指

導

し

、

一

人

ひ

と

り

が

自

信

を

も

っ

て

学

び

合

っ

て

い

く

こ

と

は

、

自

己

肯

定

感

や

自

尊

感

情

を

高

め

て

い

く

。

 

▼

子

ど

も

た

ち

が

伸

び

伸

び

と

安

心

し

て

過

ご

せ

る

学

校

づ

く

り

が

大

切

で

す

。

 

全

国

学

力

テ

ス

ト

結

果

の

公

表

 

 
 
 

―

「

し

な

い

」

と

答

弁

 

  

７

回

目

と

な

る

小

学

６

年

と

中

学

３

年

の

全

国

の

児

童

・

生

徒

を

対

象

に

し

た

国

語

と

算

数

・

数

学

の

い

っ

せ

い

テ

ス

ト

が

今

年

も

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

「

今

後

も

続

け

る

こ

と

に

意

義

が

あ

る

の

か

？

」

と

い

う

疑

問

も

出

さ

れ

て

い

ま

す

。

中

止

を

求

め

つ

つ

、

岡

村

議

員

は

―

。

 

岡

村

 

過

度

の

競

争

、

序

列

化

に

つ

な

が

る

学

校

別

の

結

果

公

表

は

す

べ

き

で

な

い

。

 

北

尾

教

育

長

 

全

国

学

力

・

学

習

状

況

調

査

は

、

学

校

で

の

児

童

・

生

徒

へ

の

教

育

指

導

の

充

実

や

学

習

状

況

の

改

善

に

役

立

て

る

こ

と

が

目

的

で

、

学

校

別

の

結

果

は

公

表

し

な

い

 

。

 

 

航

空

自

衛

隊

美

保

基

地

に

新

型

輸

送

機

Ｃ

‐

２

が

、

機

体

の

不

具

合

で

当

初

予

定

よ

り

２

年

遅

れ

て

２

０

１

６

（

平

成

２

８

）

年

度

か

ら

３

年

間

で

、

計

８

機

配

備

さ

れ

る

計

画

で

あ

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

り

ま

し

た

。

 

 

ま

た

、

大

規

模

災

害

を

口

実

に

陸

上

自

衛

隊

の

大

型

ヘ

リ

Ｃ

Ｈ

‐

４

７

Ｊ

Ａ

の

美

保

基

地

配

備

に

向

け

、

来

年

度

予

算

に

格

納

庫

の

設

計

業

務

な

ど

が

予

算

計

上

さ

れ

ま

す

。

 

美保基地の基地強化許すな！ 

 

岡

村

議

員

そ

の

他

の

一

般

質

問

 

 

９

月

議

会

に

上

程

さ

れ

た

一

般

会

計

補

正

予

算

で

、

特

徴

的

な

事

業

を

ご

紹

介

し

ま

す

 
 

 

▽

ヌ

カ

カ

対

策

事

業

（

１

７

６

万

２

千

円

）

＝

弓

浜

地

域

に

被

害

が

広

が

っ

て

い

る

干

拓

虫

（

ヌ

カ

カ

）

に

よ

る

被

害

状

況

の

調

査

に

乗

り

出

し

ま

す

。

共

産

党

の

支

部

な

ど

も

参

加

し

て

取

り

組

ん

だ

市

へ

の

要

望

・

署

名

活

動

が

反

映

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

▽

弓

浜

地

域

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

建

設

事

業

（

１

億

１

２

６

０

万

円

）

＝

空

港

周

辺

地

域

振

興

と

し

て

防

衛

予

算

を

活

用

し

て

、

大

篠

津

地

区

に

建

設

さ

れ

ま

す

。

運

営

や

利

用

計

画

な

ど

こ

れ

か

ら

で

、

「

ハ

コ

モ

ノ

建

設

あ

り

き

の

公

共

事

業

」

の

典

型

で

す

。

 

 
 

決

算

認

定

に

反

対

 

  

岡

村

英

治

議

員

は

、

「

平

成

２

５

年

度

一

般

会

計

等

の

決

算

認

定

」

に

反

対

し

ま

し

た

。

主

な

理

由

は

次

の

通

り

で

す

。

 

●

 

同

和

地

域

に

限

っ

た

進

学

奨

励

金

を

支

給

、

固

定

資

産

税

の

減

免

を

今

な

お

続

け

て

い

る

。

 

●

 

就

学

援

助

の

支

給

基

準

が

、

国

基

準

の

半

分

し

か

な

い

項

目

が

あ

り

、

県

内

他

市

と

比

べ

て

も

低

水

準

。

 

●

 

な

か

よ

し

学

級

の

待

機

児

童

対

策

を

民

間

丸

投

げ

で

、

高

い

利

用

料

を

保

護

者

に

負

担

さ

せ

て

い

る

。

 

●

 

民

間

移

管

の

対

象

園

で

の

職

員

の

引

継

ぎ

・

共

同

保

育

事

業

。

公

の

責

任

を

放

棄

す

る

も

の

。

 

●

 

年

度

途

中

か

ら

の

下

水

道

使

用

料

の

平

均

１

０

％

引

き

上

げ

。

 

 

   補正予算の主な内容 


